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  要旨
 
沖縄では、一九四四年から日本軍の「慰安所」が大量に作られはじめ、そ
の延べ数は一三〇ヶ所といわれる。日本軍は、軍の機密が漏れるのを防ぐ等の理由で、住民と「慰安 」を分断しようとしたが、実際には何らか 形で互いに関わりが生じた。しかし、これまでの研究では、住民が「慰安所」の展開に果たした役割については、ほとんど考察されてこなかった。
 
本稿では、住民の役割に注目した「慰安所」研究を行う準備として、これ
までに蓄積されてきた証言や研究を整理する。そして、沖縄の「慰安所」研究は、どのよう 発展 てきたのか、
なぜこれまで住民の役割は十分に考察
されてこなかったのか、こ 二点を明らかにする。
 
考察の結果、沖縄の「慰安所」研究は、日本社会で問題化され始めた九〇
年代以前
にすでに始まっていたということが明らかになった。一九七四年頃
から、沖縄の「慰安婦」や「慰安所」に関する証言は、住民の沖縄戦の語りや元「慰安婦」 証言として蓄積されてきている。また 八〇年代後半から
は、こうした個々の証言を総括する研究が始まり、その後の歴史学的な研究の基礎となった。しかし、これまでの主要な論文は、住民と「慰安婦」の分断を前提としてい ため、住民に焦点を当てた考察はほとんどなかった。住民をも視野に含めた研究を行うため 、これまでの証言を丁寧に検討していくこと 今後の課題とし い。
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はじめに
 
 日本において 「慰安婦」
１問題は、 社会問題としても、 学問上でも、
未だに議論が続いている領域である。
 
一般的に、 「慰安所」というと、日本軍の侵略先の国に作られたと
いうイメージが強いのではな だろうか。しかし、実際には沖縄にも「慰安所」が数多く設置され た。沖縄では、米軍との地上戦に備
え、通称第三二軍と呼ばれる南西諸島守備軍が編成されたのに
伴って、一九四四年から「慰安所」の大量設置が始まった。その延べ数は一三〇ヶ所といわれ
２、 その半数が民家を接収して利用したも
のであった（ 「報告集」編集委員会
 一九九四） 。沖縄の「慰安所」で
「慰安婦」とされた女性は、朝鮮人が一〇
〇〇名、沖縄の遊郭であ
る辻出身 女性が五〇〇名、日本本土、台湾の女性も若干数いたのではないかとされている 高里
 
一九九八、浦崎
 二〇〇〇）
。
 
このように既存の建物を利用し、述べ数一三〇ヶ所の大量の「慰
安所」 が設置されたという状況は、
日本国内において特異であった
３。
また、日本軍の侵略先で 「慰安所」とも異なり、 「慰安所」の周辺にいたのは、日本人であ
る沖縄の人々であった。これらを考慮する
と、以下のような疑問が浮かぶ。 の設置は、住民の協力や同意なしでは成しえ かったのではないだろうか。 住民 「慰安所」の設置や運営にいかなる役割を果たしたのだろ か。
 
詳しい経緯は後述するが、沖縄 「慰安所」に関しては、一九七
〇年代から証言が蓄積されてきた。そして一九八〇年代後半から、そうした証言を集め、沖縄の「慰安所」の展開を明らかにするという主
旨を持った書籍が登場する。その後も、歴史学的な事実解明が
徐々に積み重ねられている。しかし、これまでの研究では、住民への視点は希薄であった。 「慰安所」研究を住民の役割に注目し、再考する必要があるの はないだろうか
 
こうした問題意識から、本稿では、住民の役割に注目した「慰安
所」 研究を行うための準備と て、 以下の二つの点を明らかにする。第一に、沖縄の「慰安所」研究は、どのように発展してきたのか。第二に、なぜこれまで住民の役割は十分に考察されてこなかっか。
 
 
１
 
沖縄の「慰安所」の研究動向
 
 
 第一節では、沖
縄の「慰安所」研究の動向を、時代をおって整理
する。
 
沖縄では、 一九七〇年代から二つの契機に促され、 住民による 「慰
安所」や「慰安婦」に関する証言と、元「慰安婦」 証言などが蓄積されてきた。一つ目の契機は、一九七四年に発刊さ た沖縄県史で、沖縄戦を記録するために、住民の体験の聞き書きという方法が取られたことである。二つ目の契機は、沖縄で「慰安婦」に せられた朝鮮半島出身のペ・ポンギが、一九七五年にそ 経験を語ったことであった。以下でこの二つの契機を検討する。
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まず、一つ目の契機からみていく。一九七四年の『沖縄県
史一〇
 
沖縄戦記録二』は、沖縄戦の体験を座談会形式などで住民に語ってもらい、それを極力そのまま記録に残すというスタイルを取った初めての試みであった
４。この『沖縄県史一〇
 
沖縄戦記録二』の試み
は、その後の 県内の市町村史の編集に大きな影響を与えた（鳥山
 二〇〇六） 。それまで沖縄戦の記録においては、軍隊・国家中心
的な戦争の語りが中心だったが、この取り組みをきっかけに、住民の語りも重要なものと見なされるようになった だ。このよう 住民が沖縄戦について る機会を与えられる とによって、住民がみた「慰安所」や「慰安
婦」についての証言も記録に残ることとなっ
た。そして、 の 所」に関する研究にとっても こうした市町村史の中の住民の証言が重要な役割を担ってき 。
 
次に、二つ目の契機についてみていく。ぺ
･ポンギは、一九四四年
に渡嘉敷島で「慰安婦」にされたが、戦後も沖縄に残 い （川田
 一九八七） 。彼女は、元「慰安婦」であった過去について沈黙を
守っていたが、沖縄が日本へ復帰するの 伴 、在留許可証を取得する必要がでてきたため、自らの過去を ら ければならなく った（川田
 前掲書） 。これをきっかけに、山谷哲也によって彼女
のド
キュメンタリー映画が取られ、一九七九年には、これを書き起こした山谷哲也編の『沖縄のハルモニ』も出版された
i
ここからは、以上の二つのきっかけ以後、どういった証言が蓄積
されていったのかを整理していこう。
 
。彼女の語りは、
日本政府や当時の責任者に対して、賠償や謝罪を求めるという性質のものではなかったし、一九九一年の金学順らの告発のような衝撃を日本全国に与えることはなか た。 かし、一九九一年以前 も
元「慰安婦」の証言が存在し、注目を浴びていたという事実は確認しておく必要があるだろ
 
一九七四年の『沖縄県史一〇
 
沖縄戦記録二』に引き続き、一九
八〇年代には、個人の戦争体験記や市町村史などの中で、 「慰安所」や「慰安婦」につ て語られてきた。こうした沖縄県史・市町村史、戦争体験記は、 「慰安所」についての調査ではないので、その内容には限界がある。また、住民の語りをそのまま 述していると思われるケースもあれば、いくつかの証言をまとめて記述され ケースなど記述に ばらつきがある。しか 、こうした証言は、住民と「慰安婦」 ・ 「慰安所」の多様な関わりを再現する重要なデータである。
 
こうした証言が積み重ねられると、沖縄の「慰安
所」を主要なテ
ーマとす 本も登場する。一九八六年の『哀号・朝鮮人の沖縄戦』では、沖縄戦における朝鮮人被害という観点から 「慰安婦」に関するこれまでの証言や記録が集められ、 提示された （福地
 一九八六） 。
この本において、沖縄県史・市町村史や個人の戦記に散見していた証言を、一堂に集めたことは、それ自体に大きな意義があっ 。翌年の一九八七年 出版された『赤瓦の家』は、ペ・ポンギのライフヒストリーが中心になっているが、それだけでなく、地元住民へ取材、駐屯していた兵士への取材から構成されてい （川田
 一九八
七） 。また、彼女のライフヒストリーに沿って、当事の朝鮮や沖縄の
22 
社会情勢も描いている点も評価できる。
 
一九九〇年代には、 『哀号・朝鮮人の沖縄戦』や『赤瓦の家』の後
を追うように、沖縄の「慰安所」が中心的なテーマになっている本が、三冊立て続けに出版された。 『アリランのうた
 
沖縄からの証言
６』 （一九九一年一一月） 、 『沖縄戦の女たち
７』 （一九九二年八月） 、 『慰
安婦たちの太平洋戦争
 
沖縄
８』 （一九九二年五月）である。一九九
〇年代といえば 「慰安婦」問題が日本で社会問題化され、研究者を含む多くの人々の認識が変化した時期であった。一
九九一年八月に
ソウルで金学順が名乗り出て、その年の一二月には彼女を含む三人の元「慰安婦」が、日本政府の謝罪と補償を求め提訴した。一九九〇年代の認識の変化は この告発がきっかけであったことが指摘されている
９（上野
 一九九八） 。上に述べた一九九〇年代の沖縄の「慰
安所」関連の書籍の出版は、一見 一九九一年の告発の影響を受けたかのように見える。しかし それぞれ 筆者の取り組みは、それ以前から始まっている。つまり、沖縄の「慰安所」研究 波は一足早く訪れていたといえ
 
こうした研究の積み重ねを総括したのが、一九九
四年の『第五回
全国女性史研究交流のつどい報告集』の中に収められた沖縄 「慰安所」に関する報告である。これは、一九九二年に沖縄で開催された「第五回全国女性史研究交流のつど 」 分科会 合わせて、縄の運動家や女性史研究家たちが行った調査 結果をまとめたもであった。この調査自体は、金学順らの告発によって促されたものであった
10。この報告集の沖縄の「慰安所」についての節には、沖
縄の地図上に「慰安所」があった場所を黒い点で示した「慰安所」マップが記載されている。また、市町村別に整理された一覧表には、「慰安所」 あ
った場所、開設された期間、慰安婦の出身地、利用
した部隊、証言者や出典などがまとめられている。この調査は、昭和二〇年四月以前を調査対象にし、市町村史 戦記などの文献、研究者からの報告、電話取材 直接取材により証言を集め という方法をとった。一九九二年の当日の資料では「慰安所」の総数は一二一ヶ所とな ていたが、新しい調査 結果を加筆し、一九九四年の報告集では延べ数一三〇ヶ所という数が示された。また使用され建物の分析も行われ、民家、バラック、旅館、 亭、サカナヤー（性売買も行われた居酒屋）などの建物が使われたこ
と、その内でもっ
とも多かった は民家（六一ヵ所）だったことが指摘されている。
 
二〇〇〇年には、 「慰安婦」問題の責任を追及し、日本政府と天皇
を訴訟相手とした女性国際戦犯法廷が 東京で開かれた
11。この時
に、整理、調査され 「慰安婦」制度や国際法廷の意義などに関する書籍が六冊のシリーズとして出版され、第二巻の第五章「沖縄戦と軍『慰安婦』 」で、浦崎成子が沖縄の「慰安所」について書 ている。浦崎はここで、 「慰安所」の数や女性 出身地や「慰安所」に使われた建物などを整理した上で、沖縄に駐屯し 日本軍が以前どこに配備さ
れていたかを明らかにしている。第三二軍のほとんどが、
中国から移転されてきた部隊によって構成された軍であり、彼らはすでに中国で「慰安所」を持っていたこと 占領軍としての性格を持ったまま沖縄に来たこ が指摘されている。
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二〇〇五年には、 住民も分析対象に含めた論文が初めて登場する。
この論文は、ホン・ユンシンが執筆したもので、 『戦後思想のポリティクス』の第三章に「沖縄から広 る戦後思想 可能性」として収録されている。本稿の問題関心 重要な論文であるため、後の節で検討する。
 
そして一九九四年の 『第五回全国女性史研究交流のつどい報告集』
の「慰安所マップ」を、さらに精密にしようとしたのが、二〇〇〇年の古賀徳子の修士論文である。 「慰安所」マップを基礎に、陣中日誌との照合、曖昧な箇所の再度聞き取り調査などを行い、歴史学的な研究を行っている。この成果は、 『戦争責任研究』に四回に分けて掲載される予定であり、一回目の「沖縄戦における日本軍「慰安婦」制度の展開 （一） 」 が 『戦争責任研究
 
第六〇号』 に収録されている。
 
ここまで、 沖縄の 「慰安所」 研究の動向を大まかに整理してきた。
この整理を通じて分かったことは、沖縄では一九七〇代から証言が聞き取られてきており、住民と「慰安婦」あるいは住民と「慰安所」の関係を考察するためにこうした証言が活用でき というこ だまた、一九八〇年代後半からは それまでバラバラ あった証言を集め、沖縄における「慰安所」の全体像 明らかにしようとする試みが始まり、一九 〇年代を通じて着実に精錬され きている。
 
 
   
 ２
 
沖縄の「慰安所」研究の再考
 
 ２―１
 
住民と「慰安所」の分断
 
では、これまでの研究の中でどのように住民は位置づけられてき
たのだろうか。ここでは、歴史学的な調査が進んだ一九九〇年代以降の主要な論文を取り上げる。
 
まず、住民が分析の対象に含まれているホン 論文をみてみよう
（ホン
 二〇〇五） 。彼女の論文の主眼は、加害と被害の二分法から
語られがちな戦争の体験を、そこからこぼれ落ちる人々の視点から捉えなおすことに置かれていた。敗戦あるいは解放と二つの言葉で語られるその瞬間には、 「悲しむ人間」や「喜ぶ人間」だけでなく、「戸惑う」人間がいた ホンは指摘している。 こで想定されている「戸惑う人間」とは、日本の「臣民」とされていた朝鮮 兵士、日本軍兵士に「慰安 を与える存在とされた「慰安婦」 、日本人に差別を受けていた
沖縄の人々である。こうした問題意識から、彼女は
「分断」や「恐怖」に注目し、こうした人々 分析している。本稿では、 「慰安婦」たちが住民のなかからど ようにして分断されたのかについてホンが論じている部分を中心にみていく。
 
ホンは、日本軍が沖縄の住民と「慰安婦」たちを分断し、 「慰安所」
が「一般の女性」を守るために不可欠であるこ を認識させようとしたと述べている。これは同時に 隊の暴力性を隠蔽する もつながったという。一方、住民たちは、こうしたレトリックに納得
24 
し、 「慰安婦」の女性たちを自分たちとは異質なもの、 「一般の女性」のために犠牲になってもよい存在として分節化していた。例えば、辻のアンマー（お母さん）と呼ばれる貸座敷業者の女性たちは 愛国婦人会」 への入会を断られた経験があ
12。 アンマーたち自身も、
辻遊郭の遊女として働いてきたものたちで 。ホンは辻ちが、 「愛国」という領域に立ち入ることのできない「名前のない」存在だったと論じている。また、沖縄の住民は、植民地朝鮮の「慰安婦」た に対しては、 「朝鮮ピー
13」と呼び蔑視していた。ここで
は、分節化に「
人種
」
が利用されている。このように、住民にとっ
て、 「慰安婦」たちをいかに位置づけるかが分節化の鍵 なった。ホンは、これを「慰安婦」たちを自分たちとは異なる存在として「表象化していくポリティクス が展開されてい と表現している。ホンの表現を借りて、ここで行われ 住民と「慰安婦」の分節化を、表象上 分断と呼ぶことにする。
 
ここでもう一つの疑問が浮かぶ。なぜ分断が必要だったのか。そ
れは、住民自身を守るために払われる「慰安婦」の犠牲を正当化するために 不可欠なものだったと言えるのではないだろうか。これまで、沖縄への差別の意識が、とりわけ女性 強姦への恐怖を煽り「
慰安所」設置を黙認することへつながったという指摘がされてき
た。例えば、渡嘉敷島の事例を引いた上野は 地元住民の「慰安所」設置の反対運動がすぐに収まった事例を挙げ、その背景には「沖縄女性にとって皇軍兵士が潜在的な加害者であった」ことを指摘している（上野
 一九九八） 。また、高里は、渡嘉敷島と那覇の国場の住
民の反発を取り上げ、 「身近な女性や子どもを兵士の毒牙から守るためには、慰安所、慰安婦は必要だという意識が、住民をも強く支配」していたために、 「強姦防止策という口実」はまかり通ったと論じており、上野の見地と一致している（高里
 一九九八） 。
 
また、ホンは物理的にも住民と朝鮮人「慰安婦」の分断があった
ことを指摘している。 植民地からの女性で構成された 「慰安所」 は、住民の家から離れた家や離島や、山、原野、村 ずれに設置される傾向があったと述べている（ホン
 二〇〇五） 。こうした物理的な分
断の指摘をしているのは、彼女だけではない。高里も 朝鮮の女性たちの実数が把握しにくいのは、軍の直轄で 行動が制限されており、住民と 接触 ほとんどなかったためであると論じている（高里
 一九九八） 。
 
一方で、一九九〇年以降であっても浦崎の論文の
ように、住民に
ついての考察が見られないものもある。浦崎のこの論文 二〇〇〇年の女性国際戦犯法廷のために準備されたものであり、その性質上、日本軍と「慰安所」の関係に焦点 当 も であるからだろう（浦崎
 二〇〇〇） 。同様に、古賀徳子の論文においても歴史学的
な問題設定がされているため、住民に関する考察は行われていな（古賀
 二〇〇八） 。
 
このように、 これまで住民について論じたものは少ない。 「慰安所」
設置に関して住民が果たした役割を考察した論文は皆無であった。言い換えるならば、住民について焦点が当てられることは
ほとんど
なく、住民について語られるときは、 「慰安婦」や「慰安所」から分
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断されていたという前提の上で語られてきた。しかし、分断がどれほど徹底し のか、朝鮮人「慰安婦」でない場合ではどうだったのか、そう た点は十分に検討されてきたとは言えない。
 
 
２―２
 
証言にみる分断のほころび
 
これまでに蓄積されてきた住民の証言を、前節でみた住民と「慰
安所」の分断という観点からみると、ある部分でずれがあるようにみえる。ここでは、住民と「慰安婦」 住民と「慰安所」の関わり方を素描し、この問題点を明ら にする。
 
まず、分断についてだが、証言の中には、住民と「慰安所」が、
完全に分断されていたとは言えない ではないかと思われる多くの事例がある。例えば、日本軍 、徴用という形で地元の女性に「慰安婦」の身の回りの世話をさせたりしている（浦添市史編集委員会
 
一九八四、川田
 一九八七、西原町史篇纂委員会
 一九八七） 。また、
客として「慰安所」を住民が利用する とはなかったにせよ、 「慰安婦」が住民と関わりを持たざるを得なかった場合もある。看護師として読谷村の大山医院に勤めていた玉城スエは、朝鮮人「慰安婦」の性病検査の時に、抵抗する彼女 ちに同情を抱きつつも、自らの業務をこなす他なかったという経験を語っている （読谷村史
 二〇〇
四） 。また、 「慰安婦」が、空腹 た 「慰安所」の周りを歩き回り食べ物をねだるようなこともあった。住民 これに応じてサツマイモなどをあげてい という（豊見城村史戦争編専門部会
 二〇〇一、
字誌編集員会
 二〇〇四） 。他にも、 「慰安婦」が部落内を歩いていた
ことを示すものとして、子どもたちが彼女たちに石を投げ、からかっていたという証言がある （豊見城村史戦争編専門部会
 二〇〇一） 。
 
また、とりわけ辻出身の「慰安婦」と住民の場合、親密な関係が
築かれたというエピソードがいくつかある。例えば、浦添市の伊智万里子は、兵隊の慰安会のために舞踊を練習していたところ、藤本という准尉 ら
「
慰安所の女が踊りを教えると言っているから、習
ったらど か」と声をかけられ、 「慰安婦」たちに沖縄の踊りを習ったという経験をしている（浦添
市史編集委員会
 一九八四） 。また、
南風原町では、辻出身の「慰安婦」が民家に宿泊してい が、その家の住人が家族同様の付き合 をして た いう証言を る（南風原町史編集委員会
 一九九四ａ） 。こうした事例は、 「慰安婦」
が沖縄の人だった場合に多く、このような接触の機 があった いうことは、日本軍が民間との分離に関して 「慰安婦」 エスニシティによって異なる対応をしてい ことを示 いるかもしれな 。しかし、これは現時点では推測の域をでない。
 
次に、 「慰安所」 設置に果たした住民の役割について考えてみたい。
これまで
の研究では、住民が能動的に描かれることはなかった。も
ちろん、先に触れたように、日本軍が沖縄の人々に って潜在的な加害者であったことが指摘されてきたし、 民 取れる行動は限られていただ う。しかし、日本軍 住民 意思を無視して全てを思い通りにできたわけではない。 は 陣地構築や食料の確保のために、住民の協力が必要であったことも影響して、住民に対気を配っていたし、住民の主張も聞き入れら ることもあった。例
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えば、以下で述べるように、住民は「慰安所」の設置をめぐって時に反発しているが、これに対し日本軍 説得
という形で対処してい
る。
 
まず、渡嘉敷島での「慰安所」設置に対する反対運動をみてみよ
う（川田
 一九八七） 。島に「慰安所」ができると知った地元の女子
青年団は、慰安所設置反対を役員会で協議し、彼女たちの代表が、海上挺進第三戦隊隊長に強い抗議を行った。この慰安所設置反対の理由は、 「沖縄でも渡嘉敷と うところは貞操を守るという観念には昔から伝統的に厳格で、風紀がすごくい ところ」であるため、 「慰安婦」が入ってくるのは、 「風紀の紊乱」であり、 「渡嘉敷の女性が内地から来た兵士に もしそういう女と間違われたら困る といものであった。しかし、結局この抗議の動きは青年団長の元に、
基
地隊の
隊長が出向いてきて説得したことによって鎮静化している。
他の 域でも、このように苦情を申し立てた住民がいた。那覇の国場の「慰安所」に関して、住民 ら苦情を申し入れられた 軍の記録に残っている（高里
 一九九八） 。
 
また、住民側からの苦情で「慰安所」の設置場所を移動させたと
いうケースもある。南風原町の津嘉山では、集落内 予定されていた「慰安所」が風紀上よくないという理由 住民が反対したことによって、集落外に移転された（南風原町教育委員会
 一九九〇）
。
 
他にも、 第三二軍の隷下師団である第六二師団の石兵団会報には、
「風紀上妓女をして附近を猥りに散策せしめざる如く村民より申し出あり場所に り は注意せられ度」 （九月二一日付け）と住民に対
する配慮を促している記事がみられる（古賀
 二〇〇八） 。こうした
事例からは、住民は「慰安所」設置に反対したり、仕方なく承認しても、その設置場所をコントロールしようと試みていることが分かる。
 
また同時に日本軍は、沖縄の「慰安所」設置に際して、地元住民
の物質的な協力 必要としていた。なぜなら、日本軍が既存の建物を利用したためである
。浦添市の自宅を接収された大田朝英は、立
退きの命に応じ 後になって、 「慰安 」として使用されることを知った。中国大陸で兵士としての経験があった大田は、 「中国大陸で、慰安所が果して来た役割を熟知していたので 村の婦女子を兵隊から守らねばならないということで、止むを得ないと思った」という（浦添市史編集委員会
 一九八四） 。これは、承認と同時に家を提供
するという物質的な協力があっ こと 含意 る。また、宜野湾では、料亭だった場所が、 「慰安所」になったが、この時の斡旋役場が行っていたという証言 ある （字宜野湾誌編集委員会
 一九八
八） 。大里村の糸数良子の では、自宅が接収され、内部も改築されてしまったというが、ここでは軍 家賃 月 二五円払っ いたようだ（ 「報告集」編集委員会
 一九九四） 。
 
 ２―３
 
分断にみる二つの次元
 
ここでは、なぜこれまでの研究では、 「慰安所」の展開の中での住
民の役割が不問にされてきたのかについ 考えた 。
 
これまでは、住民と「慰安婦」は分断されていたという前提があ
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ったことはすでに確認した。これは、もちろん実際に日本軍によって分断が意図され、物理的にもそうした分断が行われていたことも起因し
ているだろう。そもそも軍が「慰安所」を作ったのは、軍
の防諜もその目的のひとつ あった。以前は、民間の人が出入りしていたサカナヤーが部隊が来てから軍専用の「慰安所」になったという沖縄市の中村哲次郎の証言は、そうし 民間と軍の分離が行われて たことを示す一例である （ 「報告集」 編集委員会
 
一九九四） 。
また、ホンが見事に分析して見せたように こでは住民自身も、「慰安婦」を自分たちとは別の存在として、表象上の分断を行っていた側面もある。
 
しかし、前節で見たように、物理的には住民と「慰安所」の分断
は破綻していた部分がある。前節 住民の証言を振り返れば 「慰安所」に民間の出入りを禁じたところで、病院で「慰安婦」の性病検査もしなければならなかったし、お腹の空いた「慰安婦」 ち 地元住民に食べ物をねだりに行くこともあっ 。 「慰安所」 で 「慰安婦」の身の回りの雑用を地元住民 させ ケースもあっ 。また、住民が民家を接収された事例、住民が 所 ができるこ に反対を表明した事例、部落 はずれに移動させた事例などを考えても、日本軍は住民の協力や容認を得る必要があっ ことを示している。
 
つまり、これまでの研究では、物理的な分断と表象
上の分断が、
きちんと整理されないまま 住民は「慰安所」と分断されていたと論じられてきたといえる。これによって、沖縄の「慰安所」の展開に住民が果たした役割が見えにくくなっていたのだ。二つの次元
分断を一旦分けた上で、それぞれ別々にその内実を丁寧に見ていく必要があるのではないか。その作業を丁寧 行えば、物理的な分断と表象上の分断が、どのように作用し合っているかを明らかにすることも可能になるだろう。
 
 
おわりに
 
 本稿では、沖縄の「慰安所」研究の研究動向を整理し、これまで
住民の役割が十分に考察されてこなかった理由
について考えてきた。
最後に、今後の課題を示したい。
 
今回、証言から「慰安所」と住民の関わりを示したが、これは素
描の域に留まっており、住民の果たした役割を検討する際には り丁寧にみていく必要がある。
 
また、住民と「慰安婦」の分断に関して、表象上のものと、物理
的なものとを分けた上で、今回整理した資料を活用し、住民 役割に注目した沖縄の「慰安所」研究を行う必要があるだろう。
 
 
注
 ⒈
「慰安婦」や「慰安所」という名称は、当時から日本軍や売春業者によ
って使用されていた名称である。 この言葉が含む 「慰安」 という語が、実質的にレイプであっ 行為や、それを行う場所を隠蔽する語だ して、これを使うべき はないと議論が交わされてきた経緯があ 。本稿では 一般に広く認知され、先行研究でも使わ この語を使用するが、先にあげた議論の流 をくみ「」つきで使用したい。
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⒉各部隊は、短期間で移動を繰り返しており、その際に「慰安所」も移動
したと考えられるため、実数ではなく述べ数となっている（ 「報告集」編集委員会
 一九九四）
 
  ⒊日本国内の軍事施設に付随した
「慰安所」は、長野県、奈良県、香川県
などにあったこ が明 かになっている （吉見義明
 
一九九五） 。 ただ、
本論でも述べたように、沖縄は「慰安所」の数の多さと、現地の遊郭から多くの女性が「慰安婦」として動員されたという点で、本土の状況とは異なっている。
 
⒋では、なぜ一九七四年だった かということについて、鳥山敦は以下の
ように整理している（鳥山
 二〇〇六） 。一九五〇年代から日本軍の沖縄
住民への加害を告発した本が著されたが、米軍の占領の悲惨さから、平和憲法を制定した日本への復帰を望む運動 優勢になる中で、そうした声はかき消されていった。ところが、一九六〇年代後半のベトナム戦争の激化に伴い、殺気立つ
米兵や飛び立っていく戦闘機と、並存している
沖縄 生活空間において、否応 く沖縄戦 想起されるよう ったというのだ。 『沖縄県一〇
 
沖縄戦記録二』の準備もこの六〇年代後半か
ら、七〇年代初頭 けて行われた。
 
⒌当時、 『沖縄のハルモニ』で、ペ・ポンギは仮名の「朴ハルモニ」 （ハル
モニ＝おばあさん）と登場して る。川田文子の『赤瓦の家』 （一九八七）にはペ・ポンギは実名で登場し、そのライフヒストリーと『沖縄のハルモニ』の記述の一致から同一人物と分かる。
 
⒍
『アリランのうた
 
沖縄からの証言』は、一九九一年七月に完成した
映
画の作成時に記録された証言の一部をまとめたものである。映画の撮影には四年の歳月が費や ている。慶良間諸島での沖縄戦に迫 こ本では、元戦闘隊長、元兵士、住民など 証言が収 られて る。 「慰安婦」や「軍夫」 、そして「集団自決」が主要なテーマ なってい
 
 ⒎
『沖縄戦の女たち』は、 『哀号・朝鮮人の沖縄戦』の著者である福地の著
 
書である。資料として、場所、人数、使われた建物、運営期間がまとめられている。この資料には 戦後の米軍の「慰安所」も含まれている。また、 「慰安所」 のあった場所を示す地図も資料として添
付されている。
彼の著作は、後述する一九四二年の「慰安所マップ」作成時にも大いに活用されている。
 
⒏『慰安婦たちの太平洋戦争
 
沖縄篇』では、これまで朝鮮人「慰安婦」
への注目が先行してきた中で、辻の女性たちにも焦点を当てている。彼女たちが公娼制から「慰安所」制度へいかに巻き込まれていったのかという点も描いている。
 
⒐上野千尋子は「慰安婦」をめぐる様々な解釈パラダイムを以下のように
整理している（上野
 
一九九八） 。女性を家のものだとし、 「慰安婦」の
家族は彼女を家の恥だとする家父長制パラダイム また戦争に強姦はつきものだとする「戦時強姦」パラダイム、 「慰安婦」は売春行為であり、問題はないとする「売春」パラダイム、 「慰安」という言葉 欺瞞であり、 「慰安所」で起きたことは性暴力であったと加害者を問う性暴力パラダイムである。金学順らの告発 、これまでの被害者女性の声を抑圧するパラダイムから、性暴力パラダイムへ 変化させる力をもった。つまり、 「慰安所」制度は、女性へ 人権侵害であったし、そこで行われたのは「慰安」ではなく、レイプだったという視点が獲得されていっのだ。
 
⒑
 この調査に関わった沖縄の女性たちは、 「慰安婦」関連の文
献やペ・ポ
ンギの存在も知っていたが、金学順らの告発があ まで、どう 点で「慰安所」が問題であるかは認識してい かったという（浦崎
 
二〇
〇〇） 。
 
⒒
 日本政府への補償と謝罪を求める裁判の敗訴が続く中で、 「高齢化している被害者女性たちに正義を得たという気持ちをもってもらうこ が必要」という認識の下開かれた アジアの女性や人権団体が国際的
N
G
O
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の協力を得て開
いた「民衆法廷」である。
 
 ⒓
 愛国婦人会とは、一九〇一年に戦場へ出て行く男たちを激励し、
支
えるという目的で作られた。沖縄支部が出来たのは一九〇四年である。一九〇四年三月二八日付けの新聞記事によると、この愛国婦人会に入会しようとした辻のアンマーたちは、遊郭の女子が入会するのならば退 する女性たちが続出し ために、 拒否され （宮城
 一
九八七） 。
 
 ⒔
「朝鮮ピー」とは、 「慰安婦」のことを指す隠語である。 「ピー」とは、女性の性器を表す中国語から来ている。
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Reconsideration of Okinawan Ianjo Research:  
Focusing on the Role of the Local Population 
 
Fukuko Tamashiro 
 
Beginning in 1944, the Japanese military established a large number of ianjo (comfort stations) in 
Okinawa, reportedly as many as 130. The Japanese military tried to separate the ianjo from the local 
communities in an attempt to prevent the leaking of military secrets, but in practice contact with the local 
population occurred. In previous studies, there has been hardly any consideration given to the role of the 
local population in ianjo development, however. 
In this paper, I am going to organize the evidence and research I have accumulated thus far as a 
preparation to conduct further research focusing on the role of the local population in ianjo development. I 
will explain how the research concerning Okinawa’s ianjo has developed. I will then explain why the role of 
local community was ignored in the past. 
In the process of my research, it became clear that research into Okinawa’s ianjo began prior to the 
development of the ianfu issue into a matter of public attention among Japanese in the 1990s. Testimony 
concerning ianjo and ianfu first began to be collected in 1974 as Okinawans and former ianfu were 
interviewed about wartime Okinawa. Then, in the late 1980s research collecting these individual testimonies 
began; that research has become the foundation of later historical studies of the ianjo and ianfu. However, it 
is clear that the majority of previous academic papers assume that the local population and ianfu were 
separated and there has been little work done focusing on that aspect. In order to undertake research that 
takes the role of the local population in ianjo development into account, I plan to carefully reexamine the 
testimonies thus far collected.  
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